
【
二
月
十
九
日
】

高
齢
者
宅
を
友
愛
訪
問

粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員

が
、
お
弁
当
を
持
っ
て

歳
以
上
の
独
居
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齢
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齢
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人
へ
の
友
愛
訪
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を
行
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ま
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し
た
。

今
年
度
最
後
の
行
事
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
さ
せ
な
が
ら
の
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
孤
立
を
防
い

だ
り
、
閉
じ
こ
も
り
引
き
こ
も
り
を
防
ぎ
、

少
し
で
も
明
る
く
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
そ
ん
な
想
い
の
訪
問
で
し
た
。

【
二
月
十
九
日
】

第
三
回
福
祉
会
議

令
和
三
年
度
第
三
回
福
祉
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
最
後
と
な
る
福
祉
会

議
で
は
、
令
和
三
年
度
の
「
生
活
福
祉
課
題
」へ
の
取
り
組
み
の
反
省
を
行
い
ま
し

た
。「
粟
井
地
区
敬
老
祝
賀
会
第
八
回

ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
は
、
前
年
度
か
ら

２
年
続
け
て
の
中
止
と
な
り
残
念
で

し
た
。
令
和
四
年
度
は
、
何
と
か
工
夫

し
て
簡
略
化
し
て
で
も
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
う
村
創
り
を
目

指
し
て
、「
認
知
症
」
な
ど
の
研
修
会
は

続
け
て
い
き
ま
す
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て
、
研
修

会
に
終
わ
ら
ず
、フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド

ラ
イ
ブ
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
８
０
５
０
問
題
な
ど
に
つ
い

て
も
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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能
登
香
の
里
小
房

運
営
委
員
会

コ
テ
ー
ジ
１
の
テ
ラ
ス
の
改
修
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
耐
久
性
に
問
題
の
あ
っ

た
テ
ラ
ス
を
無
く
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
改
修
工
事
は
、

一
応
一
段
落
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
修

理
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

研
修
棟
へ
の
風
呂
の
設
置
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
含
め
た
全
て
の
部
屋
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
、
ト
イ
レ
を
ウ
オ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に
、wi

f

i

の
設
置
、
外
ト
イ
レ
等
の
外
壁
塗
装
、
危

険
木
や
枯
松
の
除
去
、
毎
年
計
画
的
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
布
団
も
数
十
組
更
新
し
ま
し
た
。
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
改
修
な
ど
自
分
達

の
手
で
出
来
る
こ
と
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
た
ぬ
き
茶
屋
」
と
「
紙
す
き
工
場
」
の
整
備
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
粟
井
地
区
の
み
な
さ
ん
に
は
、
環
境
整
備
作
業
で
多
大
な
貢
献
を
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
が
困
難
な
状
況
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協

力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
二
月

八
日
】

表
記
の
会
が
、８
人
の
会
員
参
加
の
下
、
美
作
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

産
地
交
付
金
の
配
分
額
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

水
稲
作
付
面
積
の
目
安
の
提
示
に

つ
い
て

そ
の
他
・
令
和
三
年
度
作
付
状
況
に
つ
い
て

・
令
和
四
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
水
稲
作
付
面
積

の
目
安
の
提
示
に
つ
い
て
は
、
水
稲
作
付
け
率
（
目

安
）５
２
．１
％
が
決
ま
り
ま
し
た
。
転
作
作
物
栽
培

面
積
は
、
白
大
豆
と
飼
料
用
米
は
増
え
て
い
る
が
、

他
は
軒
並
み
減
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
四
年
一
月
に
「
農
林
水
産
省
農
産
局
企
画

課
」
よ
り
示
さ
れ
た
「
令
和
四
年
度
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の
拡
充
・
見
直
し
事
項
に
つ
い
て
」
で
、
今
後
５
年
間
に
一
度
も
水
張
り
が

行
わ
れ
な
い
農
地
は
、
令
和
９
年
度
以
降
交
付
対
象
水
田
と
し
な
い
方
針
に
つ
い
て
異

論
が
出
て
、
美
作
市
農
林
政
策
部
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
二
月

八
日
】

各
組
織
の
代
表

人
に
よ
る
総
会
で
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
整
備
事
業
）の

10

獣
害
防
護
柵
設
置
と
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
推
進
事
業
）の
カ
ラ
ス
追
い
払
い

音
声
装
置
リ
ー
ス
と
ジ
ビ
エI

C
T

活
用
シ
ス
テ
ム
導
入
の
令
和
三
年
度
ま
で
の
収
支
決
算

と
令
和
四
年
度
の
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
月
十
日
～
】

■
麹
・
味
噌
づ
く
り

今
年
も
一
月
十
日
か
ら
麹
・
味
噌
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
が
受
注
し
た

麹
が
６
ｋ
ｇ
、
白
大
豆
が

ｋ
ｇ
、
味
噌
が

53

一
年
味
噌
も
合
わ
せ
て

ｋ
ｇ
、

樽
で

55
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し
た
。
少
し
人
数
が
減
っ
て
は
き
て
い
ま

す
が
、
粟
井
地
区
の
方
も
し
っ
か
り
作
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

■
餅
切
り
機
の
テ
フ
ロ
ン
加
工

餅
切
り
機
の
塗
装
を
し
直
し
ま

し
た
。
５
年
経
つ
と
少
し
ず
つ
修
理

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

旧
粟
井
小
学
校
が
ド
ッ
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
救
急
通
報
で
緊
急
に
措
置
が
必
要
な

場
合
に
津
山
中
央
病
院
の
医
師
が
乗
っ
て
出
動
す
る
車
で
す
。

重
篤
な
病
気
や
怪
我
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
美
作
市
消
防
本
部

の
救
急
車
と
同
時
に
出
場
し
、
救
急
車
と
協
力
す
る
こ
と
で

い
ち
早
く
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
出

場
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
患
者
を
搬
送
中
の
救
急
車
と
途

中
で
合
流
し
、
そ
の
ま
ま
医
師
が
乗
り
込
ん
で
治
療
を
行
い

な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。
出
動
時
間
帯
は
、
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
出
動
範
囲
は
、
美
作
市
と
西
粟
倉

村
全
域
で
す
。
粟
井
地
区
よ
り
北
部
の
方
に
使
用
さ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
窓
口
：
美
作
市
消
防
本
部
警
防
課

の
２
６
０
３

72

鷺
巣
の
草
苅
愼
様
（
亡

剛
士
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
に
多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

粟
井
地
区
の
福
祉
事
業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

［
編
集
後
記
］

昨
年
末
収
ま
り
か
け
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、

今
年
に
入
り
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
拡
大
し
、
ま
た
、
先
の
見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
美
作
市
の
会
議
も
学
校
関
係
は
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
と
徹
底
し
た

感
染
防
止
対
策
で
、
早
い
終
結
が
望
ま
れ
ま
す
。
粟
井
地
区
の
行
事
も
感
染
防
止
対
策

を
取
り
な
が
ら
何
と
か
以
前
の
形
に
戻
し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
四
月
の
各
種
の
総
会
に
向
け
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
世
代
交
代
も
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
粟
井
村
の
維
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


